
▽

平
成
十
六
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
所
管
事
項
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
補
助
金

の
二
百
五
十
万
円
は
、
ひ
ば
り
が

丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
備

品
購
入
補
助
と
の
こ
と
で
す
が
、

目
的
と
経
過
及
び
内
容
は
。
と
の

質
疑
に
、
自
治
会
や
子
供
会
等
の

代
表
者
で
組
織
す
る
管
理
運
営
委

員
会
に
よ
り
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
全

自
動
綿
菓
子
機
等
を
選
定
し
た
も

の
で
、
コ
ミ
セ
ン
祭
り
や
自
治
会

及
び
子
供
会
等
へ
の
貸
し
出
し
な

ど
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
役
立
て

る
目
的
で
す
。
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
備
品
を
借
用

す
る
な
ど
の
弾
力
的
運
用
に
よ
り
、

も
っ
と
多
く
の
市
民
が
楽
し
め
る

投
資
効
果
の
高
い
備
品
と
す
べ
き

で
は
。
と
の
質
疑
に
、
弾
力
的
運

用
を
考
慮
し
ま
し
た
が
、
行
事
が

重
な
る
た
め
独
自
購
入
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
備
品
の
効
率
的
・
効
果

的
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
公
共
用
地
の
売
却
に
つ

い
て
、
公
示
価
格
に
比
較
し
て
処

分
価
格
が
著
し
く
安
い
の
で
は
。

と
の
質
疑
に
、
公
示
価
格
は
宅
地

等
単
独
で
活
用
可
能
な
宅
地
形
状

の
土
地
で
す
。処
分
し
た
土
地
は
、

い
ず
れ
も
狭
隘
の
土
地
で
不
動
産

鑑
定
士
及
び
庁
内
の
評
価
委
員
会

に
諮
り
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽

平
成
十
六
年
度
座
間
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
所
管
事
項
）

子
ど
も
と
親
の
相
談
員
を
配
置

さ
れ
た
根
拠
は
。
と
の
質
疑
に
、

不
登
校
の
数
に
基
づ
い
て
指
定
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
南
中
学
校
が

セ
ン
タ
ー
校
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

学
区
内
の
充
実
を
図
る
目
的
で
栗

原
小
学
校
と
東
原
小
学
校
に
な
っ

た
。
と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
下
二
十
六
校
の
県
予

算
は
幾
ら
あ
っ
て
、
県
知
事
が
施

政
方
針
の
中
で
発
言
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
三
月
当
初
予
算
時

で
は
な
く
、
今
回
の
補
正
予
算
で

計
上
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
と
の

質
疑
に
、
県
下
十
一
市
町
村
で
二

十
六
校
、
横
浜
市
、
横
須
賀
市
に

は
そ
れ
ぞ
れ
四
校
配
置
す
る
。
予

算
の
総
額
は
千
四
百
四
十
万
円

で
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
分
も
含
ま

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
予
算
計

上
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
当
初
予

算
編
成
時
に
県
か
ら
の
連
絡
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の

体
制
は
。
と
の
質
疑
に
、
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤
務
で
あ
り

土
曜
日
、
日
曜
日
に
つ
い
て
は
難

し
い
。
情
報
そ
の
も
の
は
連
携
を

と
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
と

の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽

請
願
第
８
号
、
陳
情
第
１０７
号

は
別
項
参
照

▽

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
第
二
回
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
損
害
賠
償
額
と
今
回

の
額
を
合
わ
せ
る
と
総
額
は
い
く

ら
に
な
る
の
か
。
と
の
質
疑
に
、

賠
償
額
の
総
額
は
九
百
九
万
千
九

百
五
十
三
円
に
な
り
ま
す
。
と
の

答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
る
議
案
は
、

提
案
さ
れ
た
段
階
で
一
つ
の
事
故

は
す
べ
て
終
了
し
、
そ
の
後
は
何

も
発
生
し
な
い
と
い
う
考
え
方
で

あ
っ
た
が
、
今
回
の
事
故
に
つ
い

て
も
平
成
十
四
年
当
時
、
後
遺
障

害
の
予
想
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

と
の
質
疑
に
、
後
遺
障
害
に
つ
い

て
の
確
認
と
十
分
な
説
明
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
相
手
方
、
代
理
人
と

も
連
絡
を
密
に
し
て
適
切
な
判
断

を
し
て
い
き
た
い
。
と
の
答
弁
が

さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽

請
願
第
９
号
は
別
項
参
照

▽

道
路
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

現
在
の
私
道
寄
附
件
数
と
議
案

第
４２
号
の
申
請
日
は
。
と
の
質
疑

に
、
相
談
を
含
め
て
三
十
一
件
あ

り
、
平
成
十
三
年
五
月
の
申
請
で

す
。
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
寄
附
が
決
ま
っ
た
場
合

の
測
量
と
登
記
に
つ
い
て
ま
と
め

て
発
注
す
る
の
か
、
ま
た
、
議
案

第
４２
号
は
、
平
成
十
三
年
五
月
の

申
請
と
時
間
を
か
な
り
要
し
て
い

る
が
そ
の
理
由
は
。と
の
質
疑
に
、

測
量
は
あ
る
程
度
ま
と
め
て
発
注

し
、
業
者
と
単
価
契
約
し
て
い
ま

す
。
登
記
は
書
類
が
そ
ろ
い
し
だ

い
市
の
用
地
課
に
随
時
依
頼
し
て

い
ま
す
。
議
案
第
４２
号
は
、
所
有

権
移
転
登
記
を
行
な
う
上
で
相

続
、
抵
当
権
抹
消
、
地
積
更
正
等

が
あ
り
、
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

と
の
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
開
発
行
為
に
よ
る

寄
附
に
つ
い
て
も
活
発
に
意
見
交

換
が
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
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六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
の
審
査
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
精
査
を
い
た
し
ま
し
た
。
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議案
番号

件 名 議決結果
各会派の賛否

共産 公明 市政 明政 政和 無会

３８ 専決処分の承認について（平成１５年度座間市一般会計補正予算（第７号）） 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○

３９ 専決処分の承認について（座間市市税条例の一部を改正する条例） 承 認 ● ○ ○ ○ ○ ○

４０ 専決処分の承認について（座間市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例） 承 認 ● ○ ○ ○ ○ ○

４１ 平成１６年度座間市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４２～４７ 道路の路線の認定について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４８ 損害賠償の額を定めることについて 原案可決 ● ○ ○
○ ●
１ １

○
○ △
２ ２

４９ 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
１４

アメリカ合衆国の臨界前核実験に強く抗議する決議の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
１５

イラクの多国籍軍への自衛隊参加に反対する意見書の提出について 否 決 ○ ● ○ ● ●
○ ●
３ １

議提
１６

介護保険制度の改善を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ● ●
○ ●
３ １

議提
１７

介護予防対策の拡充を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○
○ ●
１ ３

議提
１８

若年者雇用政策の拡充を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○
○ ●
１ ３

議提
１９

「議員年金」の改革を求める意見書の提出について 否 決 △ ●
● △
３ １

● ● ○

議提
２０

ゆとりある教育を実現するための教育予算増額と義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
２１

義務教育諸学校の学校事務職員・栄養職員給与費の国庫負担制度からの適用除外に反対する意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
２２

容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提
２３

地方分権を確立するための真の三位一体改革の実現を求める意見書の提出について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
８

ゆとりある教育を実現するための教育予算増額と義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書の提出を求める請願 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
９

「容器包装リサイクル法の見直しを求める意見書」提出を求める請願 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
１０７

義務教育諸学校の学校事務職員・栄養職員給与費の国庫負担制度からの適用除外に反対することについての陳情 採 択 ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 月 定 例 会 の 審 議 結 果

共産（日本共産党）公明（公明党）市政（市政クラブ）明政（自由民主党明政会）政和（政和会）無会（会派に属さない議員）○賛成●反対△退席

自転車の放置はやめましょう（１６．７座間駅）

第１２９号 （６）平成１６年８月１日


